
拝
殿
前
で
の
安
全
祈
願
に
続

い
て
午
前
９
時
頃
か
ら
約
20
人

に
よ
る
作
業
が
始
ま
り
、
高
く

て
太
い
枝
は
梯
子
を
掛
け
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
、
比
較
的
低

い
枝
は
脚
立
に
上
り
ノ
コ
や
ナ

タ
で
切
り
落
と
し
た
。

１
時
間
も
す
る
と
、
光
が
遮

ら
れ
て
い
た
公
衆
街
路
灯
周
り

も
す
っ
か
り
綺
麗
に
な
り
、
夜

間
の
安
全
性
は
向
上
。
後
日
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
電
話
線
に
触
れ
て
い

る
枝
木
を
伐
採
し
た
。

８
月
１
日
の
郷
社
定
例
清
掃

日
に
は
、
総
代
や
敬
神
会
、
サ

ロ
ン
関
係
者
ら
約
20
人
が
草
取

り
作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。

近
年
、
境
内
へ
雑
草
が
は
び

こ
り
「
地
域
総
ぐ
る
み
の
定
期

的
な
清
掃
が
必
要
で
は
」
と
す

る
前
向
き
な
声
も
聞
か
れ
る
。

「
倉
掛
と
夏
目
の
各
組
自
治

会
へ
清
掃
区
域
を
割
り
振
っ
て

は
ど
う
か
」
と
い
っ
た

住
民

案

に
つ
い
て
、
総
代
会
が
ど

の
よ
う
な
判
断
を
示
す
か
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
交
流
会
が
６

月
23
日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か

れ
、
会
員
35
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
中
島
知
子
代
表
が
「
今

年
に
入
っ
て
３
回
目
の
サ
ロ
ン

は
笑
っ
て
健
康
介
護
予
防
と
い

う
内
容
で
す
。
し
っ
か
り
笑
っ

て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
参
加
者
ら
は
ゲ
ス
ト

の
猪
原
た
ゑ
子
氏
の
指
導
で
約

１
時
間
、
笑
顔
で
健
康
体
操
や

健
口
体
操
を
行
っ
た
。

終
了
後
は
、
役
員
手
作
り
の

柏
餅
を
食
べ
な
が
ら
し
ば
ら
く

談
笑
。
午
前
11
時
40
分
頃
散
会

し
た
。

７
月
14
日
に
は
、
つ
ど
え
～

る
で
「
み
ん
な
で
脳
ト
レ
・
ゲ

ー
ム
」
を
主
体
と
し
た
交
流
会

が
開
か
れ
、
役
員
を
含
め
25
人

が
参
加
し
た
。

こ
の
日
の
講
師
は
井
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
橋
本
恭
子

氏
。
会
員
ら
は
次
々
と
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
文
字
や

形
、
イ
ラ
ス
ト
等
を
比
較
し
、

正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
を

リ
モ
コ
ン
で
素
早
く
答
え
る
ゲ

ー
ム
な
ど
に
挑
戦
し
た
。

第
42
回
井
原
学
区
少
年
団
球

技
大
会
（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
）
が
梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月

26
日
、
井
原
小
学
校
で
行
わ
れ

た
。倉

掛
は
初
戦
の
向
町
に
先
取

点
を
許
し
、
試
合
の
主
導
権
を

握
ら
れ
０
❘
９
で
完
封
負
け
。

続
く
新
町
戦
は
両
チ
ー
ム
と
も

に
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
接
戦

と
な
っ
た
が
、
最
終
回
に
逆
転

を
許
し
、
６
❘
７
で
連
敗
を
喫

し
た
。

し
か
し
、
監
督
・
コ
ー
チ
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
保
護
者
ら
声
援

に
応
え
、
３
試
合
目
か
ら
持
ち

味
の
勝
負
強
さ
を
発
揮
し
て
９

❘
０
で
本
町
を
下
す
と
、
午
後

か
ら
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
の
下

町
に
も
10
❘
１
と
快
勝
。
悔
し

さ
と
喜
び
の
両
方
を
体
感
す
る

一
日
と
な
っ
た
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成28年8月19日発行 第118号

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉
掛
は
ほ
ろ
苦
い

通
算

２

勝

２

敗

サ
ロ
ン
あ
す
は
交
流
会

少
年
団
球
技
大
会

毎
月
１
日
８
時
30
分
～

郷

社

定

例

清

掃

日

サ
ロ
ン
の
会
員
も
清
掃
作
業

を
支
援
＝
８
月
１
日
・
郷
社

ぼ
く
は
、
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

や
み
ん
な
で
温
泉
に
入
っ
た
り
、
バ
ス

で
席
を
向
か
い
合
わ
せ
て
し
ゃ
べ
っ
た

り
し
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
は
ゴ
ー
ル
地
点
に
池
み
た
い
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
石
や
岩
の
上
か

ら
お
な
か
か
ら
飛
び
こ
ん
だ
り
、
せ
中

か
ら
飛
び
こ
ん
だ
り
し
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

ぼ
く
は
こ
の
旅
行
で
、
温
泉
な
ど
、

み
ん
な
が
つ
か
う
場
所
で
遊
ん
で
い
る

と
は
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
な
の
で
、
今
後
き
ち
ん
と
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
教
え
て
あ
げ
た
り
、

注
意
し
た
い
で
す
。

（
団
長

丸
山
颯
太
）

私
は
日
帰
り
旅
行
の
中
で
、
い
ち
ば

ん
思
い
出
に
残
っ
た
の
は
、
シ
ャ
ワ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
流
れ
が
速
い
と
こ
ろ
や
、

ふ
と
も
も
ぐ
ら
い
の
深
さ
が
あ
る
川
に

入
っ
た
り
、
初
め
て
の
体
験
ば
か
り

で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
つ
い
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
あ
と
は
、
い
ぶ
き
の
里
で
お
い

し
い
牛
ど
ん
や
み
そ
汁
、
ち
ゃ
わ
ん
む

し
な
ど
を
食
べ
て
温
泉
に
入
り
ま
し

た
。
温
泉
は
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た

で
す
。
今
年
は
日
帰
り
で
時
間
は
短
か

っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

（
副
団
長

渡
辺
凪
紗
）

一日旅行の思い出

団 長 丸山颯太

副団長 渡辺凪紗

残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

倉 掛

少年団

松
江
市
で
開
か
れ
た
全
国
高

校
総
体
・
新
体
操
男
子
団
体
で

８
月
10
日
、
井
原
高
校
が
高
得

点
を
挙
げ
優
勝
を
飾
っ
た
。

本
年
度
の
井
高
は
小
川
恭
平

主
将
（
倉
掛
１
組
）
を
軸
に
チ

ー
ム
力
を
高
め
、
本
大
会
で
は

独
創
的
な
演
技
で
他
を
圧
倒
。

小
川
主
将
は
「
目
標
に
向
か

っ
て
一
体
と
な
っ
た
演
技
で
優

勝
で
き
ま
し
た
。
応
援
に
感
謝

し
ま
す
」
。
長
田
京
大
監
督
は

「
23
チ
ー
ム
の
出
場
で
し
た
。

ミ
ス
も
無
く
、
少
な
い
メ
ン
バ

ー
で
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
」
と

選
手
を
た
た
え
て
い
る
。

小
川
恭
平
主
将
ら
活
躍

毎
回
盛
況
の
サ
ロ
ン
活
動

全国高校総体
男 子 新 体 操

倉
掛

１
組

≪団体上位成績≫

チーム名 地区 得点

① 県立井原 岡山 18.700

② 神埼清明 佐賀 18.425

③ 青森山田 青森 18.400

④ 恵庭南 北海道 18.400

⑤ 小林秀峰 宮崎 18.325

⑥ 県立名取 宮城 17.975

郷
社
の
境
内
か
ら
南
の
道
路
へ
は
み
出

て
い
る
枝
木
の
伐
採
が
７
月
10
日
、
近
隣

住
民
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。



夏
休
み
定

番
の
行
事
だ

っ
た
一
泊
二

日
の
キ
ャ
ン

プ
を
変
更
し

た
倉
掛
少
年

団
と
同
育
成

会
が
７
月
31

日
、
新
見
市

大
佐
町
へ
の
一
日
旅
行
を
実
施

し
、
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
６
時
に
つ
ど
え
～
る
へ

集
合
し
た
一
行
は
バ
ス
で
一
路

北
へ
。
同
９
時
、
大
佐
山
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着
し
た
。

大
佐
の
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
は
、
清
流
の
岩
場
や
滝
を

ロ
ー
プ
伝
い
に
進
む
ア
ウ
ト
ド

ア
を
手
軽
に
味
わ
え
る
こ
と
か

ら
、
県
北
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

受
付
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー

ズ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
借
り
、
現

地
へ
移
動
。
準
備
体
操
を
済
ま

せ
て
水
の
き
れ
い
な
渓
流
に
入

る
と
、
団
員
ら
は
そ
の
冷
た
さ

と
面
白
さ
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。
歩

い
た
り
全
身
浸
か
っ
た
り
し
な

が
ら
上
流
へ
進
む
約
１
時
間
の

川
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
千
屋
温
泉
い
ぶ
き

の
里
へ
移
動
し
て
入
浴
。
全
員

そ
ろ
っ
て
昼
食
を
と
り
夕
刻
、

井
原
へ
戻
っ
た
。

夏
休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操

が
７
月
24
日
か
ら
８
月
６
日
ま

で
郷
社
で
行
わ
れ
た
。

初
日
に
は
、
少
年
団
と
育
成

会
の
メ
ン
バ
ー
が
足
次
山
神
社

へ
の
参
拝
。
午
前
６
時
30
分
よ

り
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
曲
に
合

わ
せ
て
第
１
・
第
２
体
操
を
行

っ
た
。

終
了
後
は
６
年
生
に
カ
ー
ド

へ
ハ
ン
コ
を
押
し
て
も
ら
い
、

低
学
年
の
児
童
や
幼
稚
園
児
ら

は
、
嬉
し
そ
う
に
家
へ
帰
っ
て

行
っ
た
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
が
７
月
24
日
、
井
原
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
２
面
を
使
っ

て
行
わ
れ
、
倉
掛
は
新
町
と
猪

清
に
快
勝
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
負

け
な
し
の
６
勝
を
挙
げ
た
。
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8/24  市民の声を聴く会
19：00～20：30 井原公民館

8/27～28 つどえ～るフェスタ２０１６

9：00～18：00
9/ 1  郷社定例清掃日 8：30～
9/ 4  井原分団第３部試運転日
9/ 4  倉掛地区敬老会 つどえ～る
9/ 4  木曽駒ヶ岳登山説明会

13：30～15：00 つどえ～る
9/10  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
9/11  手話体験講座 ※無料

13：30～15：30 つどえ～る
9/17  倉掛自治連合会・役員会
9/17～19 倉掛山岳同好会

木曽駒ヶ岳登山
9/25  倉掛少年団・三世代交流

グラウンドゴルフ（郷社）
9/25  井原地区ソフトボール同好会

トーナメント戦
- - - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～
※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日 10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆≪木曽駒ヶ岳登山追加募集≫

暑
か
っ
た
デ
ー

リ
ー
グ
戦

井

原

地

区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

渡
辺
さ
ん
「
地
獄
」
へ
出
場

第２回経ケ丸地獄マラソンが

８月７日、子守唄の里高屋駅を

発着点に井原町清迫を折り返す

往復１７㎞コースで開かれた。

倉掛からは15-1組の渡辺伸太

郎さんが出場。灼熱の経ケ丸林

道を駆け抜け、上位（６位・１

時間38分55秒）でゴールした。

経
ケ
丸
を
走
る
渡
辺
伸
太
郎
さ
ん

倉
掛
少
年
団

倉掛山岳同好会が９月17～19日に実施する
木曽駒ヶ岳登山ツアーの参加者を追加募集！

◇ ◇
９月１７日
井原(22:00)→笠岡IC（車中泊）⇒駒ヶ根IC→
９月１８日
菅の台(7:00)…しらび平(8:00)…宝剣山荘…
木曽駒ヶ岳・2956ｍ…千畳敷(12:00)→こぶし
の湯(温泉入浴・昼食)→駒ヶ根IC⇒名古屋IC
→名古屋市内ホテル(泊) ※夕食は各自
９月１９日
ホテル(8:30)→熱田神宮→リニア鉄道館→(昼
食）→名古屋西IC⇒笠岡IC→井原(18:00)

◇ ◇
会 費：一人 ４７，０００円
申 込：申込書と申込金１万円をつどえ～る

の渡辺へ。日の丸旅行への申込可。
その他：天候等で変更中止の場合があります

つ ど え ～ る 情 報

「私たちから地域へ」をテーマに今夏、23

団体の活動を紹介する“つどえ～るフェス

タ２０１６・パネル展”を開催します。多

数ご来場ください。

◇ ◇

とき：８月２７日～２８日

9：00～18：00（28日は15：00迄）

場所：つどえ～る ※入場無料

主催：井原市 つどえ～る

手話は大切なコミュニケーションツール。

「私もできたら…」と思う前に体験を。

◇ ◇

とき： ９月１１日 13：30～15：30

場所：つどえ～る（電話６２－９０９０）

申込：つどえ～る事務局 ※無料

主催：つどえ～る 井原市聴覚障害者協会

■つどえ～るフェスタ２０１６

■手話体験講座・受講者募集中

倉
掛

新
町

５０

００

２０

３０

４０
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14０

７
月
24
日

７
月
24
日

倉
掛

猪
清

５４
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